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研究要旨 

【目的】 

 ゆっくりよく噛んで食べることは望ましい食行動の一つであるとされるが、この食行動がどの

ような要因と関連しているのかはいまだ不明である。 

【方法】 

農林水産省が平成３１年に実施した、食育に関する意識調査のデータを使用して、口腔の健康と

食習慣との関係について検討した。従属変数として、ゆっくりよく噛んで食べていることを用い

た。独立変数として、子供時代の食習慣、現在の孤食の有無、朝食摂取の有無を選択した。共変量

として、性別、年齢、仕事の有無、主観的健康感、生活で時間的ゆとりがあるかについてを選択し

た。ロジスティック回帰分析を実施しオッズ比と９５％信頼区間を算出した。 

【結果・結論】 

１７２１名が調査に回答した(男性７５９人(４４．１％)、平均年齢５６．１歳(±１７．５ＳＤ))。

ゆっくりよく噛んでいる人は８０２名(４６．４%)であった。ロジスティック回帰分析の結果、ゆっく

りよく噛んで食べていることは、子供時代の食事は楽しくないこと （ＯＲ＝０．７６， ９５％信頼

区間（０．５９－０．９８））、仕事をしていないこと（ＯＲ＝０．６９， ９５％信頼区間（０．５４

－０．８８））、良くない主観的健康観（ＯＲ＝０．７０, ９５％信頼区間（０．５２－０．９５））、朝

食を毎日摂取しないこと（ＯＲ＝０．６５, ９５％信頼区間（０．４９－０．８６））、生活に時間的ゆ

とりがないこと(ＯＲ＝０．６８, ９５％信頼区間（０．５２－０．８８）)と負の関連があった。孤食

であることはゆっくりよく噛んで食べていることとの関連はなかった。 

現在のゆっくりよく噛んで食べているという、望ましい食行動の実現のためには、過去の食経験に加

えて、現在の生活環境が関連していた。このことは労働環境などの改善によって個人の食行動が、現在

の食行動だけでなく将来の食行動までも変容しうる可能性を示唆しており、食育・口腔保健領域におい

て、ライフコースアプローチに基づいて施策を展開していくことの重要性が改めて示された。 
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Ａ．研究目的 

歯科口腔領域は摂食行動において重要な位置を占めることから、望ましい食行動の

獲得のサポートをする食育において、歯科口腔保健分野は重要な貢献ができると考え

られているが、このエビデンスは十分に蓄積されているとは考えにくい。 

そこで本研究では、食育について調査した政府調査のデータを分析して、両者の関

連を明らかにすることを試みた。 

 

Ｂ．研究方法 

１．対象 

農林水産省が平成３１年（２０１９年）に実施した、食育に関する意識調査に回答し

た者（１７２１名） 

２．統計解析 

従属変数として、ゆっくりよく噛んで食べていることを用いた。独立変数として、子

供時代の食習慣、現在の孤食の有無、朝食摂取の有無を選択した。共変量として、性別、

年齢、仕事の有無、主観的健康感、生活で時間的ゆとりがあるかについてを選択した。

ロジスティック回帰分析を実施して、結果変数に対する独立変数の効果（オッズ比（ＯＲ）

と９５％信頼区間（９５％ＣＩ））を算出した。欠損値は存在しなかった。すべての分析は、

Ｓｔａｔａ ソフトウェア （バージョン １７； ＳｔａｔａＣｏｒｐ ＬＰ、Ｃｏｌｌ

ｅｇｅ Ｓｔａｔｉｏｎ、Ｔｅｘａｓ） を使用した。 有意水準はα＝０．０５とし、両

側検定を実施した。 

本研究の実施に当たっては、国立保健医療科学院倫理審査委員会にて、倫理審査を行

い、承認を得たうえで実施した（倫理審査番号ＮＩＰＨ－ＩＲＢＡ＃１２４３０）。 

 

Ｃ．研究結果 

調査対象者３０００名のうち、１７２１名が調査に回答した（回収率５７．４％、男性７

５９人（４４．１％）、平均年齢５６．１歳（±１７．５ＳＤ））。ゆっくりよく噛んでいる

人は８０２名（４６．４％）であった。子供時代に３食きちんと食べていたと回答した者は

１５２２名（８８．４％）、子供時代に家族そろって食べていたと回答した者は１４７５名

（８５．７％）、子供時代の食事が楽しかったと回答した者は１５２２名（７７．６％）、現

在１日のすべての食事が孤食である者は１１２７名（６５．４％）、朝食を毎日摂取してい

る者は１４２０名（８２．５％）であった。その他対象者の記述統計については表１に示す

通りである。 

ロジスティック回帰分析の結果を表２に示す。ゆっくりよく噛んで食べていることは、現

在孤食であることと関連しなかった（ＯＲ＝０．９６ ９５％ＣＩ：０．７６－１．２２）

が、朝食を毎日摂取していないことと負の関連を示していた（ＯＲ＝０．６５ ９５％ＣＩ：

０．４９－０．８６）。一部の子供時代の食習慣と関連していることが示された。３食きち
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んと食べていないこと （ＯＲ＝１．３６ ９５％ＣＩ：０．９６－１．９３）、家族そろ

って食べていなかったこと（ＯＲ＝０．７５ ９５％ＣＩ：０．５４－１．０３）とは関連

しなかったが、食事が楽しくなかったこととは負の関連を示していた（ＯＲ＝０．７６ ９

５％ＣＩ：０．５９－０．９８）。また、日常生活の時間的なゆとりが無いことはゆっくり

よく噛んで食べることと負の関連を示した（ＯＲ＝０．６８ ９５％ＣＩ：０．５２－０．

８８）。 

 

Ｄ．考察 

ゆっくりよく噛んで食べていることは、孤食であることとは関連しておらず、過去の食習

慣の一部や、現在の朝食の摂取状況や時間的ゆとりといった現在の生活環境と関連してい

ることが明らかになった。食行動は過去の食経験と関連するという指摘がある（文献１）が、

ゆっくりよく噛んで食べているという食行動もまた同様に過去の食習慣と関連することが

示された。それだけでなく、ゆっくりよく噛んで食べているという食行動は、現在の生活環

境とも関連していた。これは時間的な制約のなかで食事をとらなくてはならないという外

部環境要因による摂食行動の強制である可能性がある。近年、在宅勤務やワークライフバラ

ンスといった柔軟な働き方を可能とする要素が増えており、この推進はゆっくりよく噛ん

で食べることを可能にしやすくする環境整備に貢献している可能性があると考えられた。

食育においても、口腔保健においても、各年齢における対策を打ち出すという、ライフコー

スアプローチをとっていることは理に適っており、引き続きこの考え方に沿った施策の展

開が期待される。 

 食育施策目標の達成を通じた健康寿命の延伸を可能にするためには、食育の推進のみ

ならず、その周辺要因（労働環境、生活環境、社会経済状況など）についても同様に対

応していくことが求められるであろう。 

 

Ｅ．結論 

現在のゆっくりよく噛んで食べているという、望ましい食行動の実現のためには、過

去の食経験に加えて、現在の生活環境が関連していた。労働環境などの改善によって個

人の食行動が、現在の食行動だけでなく将来の食行動までも変容しうる可能性が示唆さ

れた。 
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表１．調査参加者の基本属性（Ｎ＝１，７２１） 

    ゆっくりよく噛んで食べているか 

    合計 
はい 

（Ｎ＝８０２） 

いいえ 

（Ｎ＝９１９） 

    Ｎ Ｎ ％ Ｎ ％ 

子供時代に３食き

ちんと食べていた

か 

はい １，５２２ ７１０ ４６．６ ８１２ ５３．４ 

  いいえ １９９ ９２ ４６．２ １０７ ５３．８ 

子供時代に家族そ

ろって食べていた

か 

はい １，４７５ ６６８ ４５．３ ８０７ ５４．７ 

  いいえ ２４６ １３４ ５４．５ １１２ ４５．５ 

子供時代の食事は

楽しかったか 
はい １，３３５ ５９８ ４４．８ ７３７ ５５．２ 

  いいえ ３８６ ２０４ ５２．８ １８２ ４７．２ 

性別 男性 ７５９ ３８６ ５０．９ ３７３ ４９．１ 

  女性 ９６２ ４１６ ４３．２ ５４６ ５６．８ 

年齢 ２０⁻２９歳 １４０ ６９ ４９．３ ７１ ５０．７ 

  ３０⁻３９歳 ２１７ １２２ ５６．２ ９５ ４３．８ 

  ４０⁻４９歳 ２９０ １６５ ５６．９ １２５ ４３．１ 

  ５０⁻５９歳 ２６７ １４３ ５３．６ １２４ ４６．４ 

  ６０歳以上 ８０７ ３０３ ３７．５ ５０４ ６２．５ 

婚姻状態 未婚 ３１１ １５３ ４９．２ １５８ ５０．８ 

  既婚 １，１７５ ５７０ ４８．５ ６０５ ５１．５ 

  離婚・死別 ２３１ ７８ ３３．８ １５３ ６６．２ 

  答えたくない ４ １ ２５．０ ３ ７５．０ 

同居者の有無 いる １，５１１ ７１５ ４７．３ ７９６ ５２．７ 

  いない ２１０ ８７ ４１．４ １２３ ５８．６ 

仕事の有無 ある １，０３１ ５５５ ５３．８ ４７６ ４６．２ 

  ない ６９０ ２４７ ３５．８ ４４３ ６４．２ 

主観的経済状況 よい ８０５ ３４４ ４２．７ ４６１ ５７．３ 

  
どちらともい

えない 
５５０ ２６８ ４８．７ ２８２ ５１．３ 

  わるい ３６６ １９０ ５１．９ １７６ ４８．１ 

主観的健康感 良い １，１５６ ４９７ ４３．０ ６５９ ５７．０ 

  
どちらともい

えない 
３２９ １８４ ５５．９ １４５ ４４．１ 

  良くない ２３６ １２１ ５１．３ １１５ ４８．７ 

日常生活の時間的

なゆとりの有無 
ある ９６１ ３７６ ３９．１ ５８５ ６０．９ 

  
どちらともい

えない 
２９２ １５２ ５２．１ １４０ ４７．９ 

  ない ４６８ ２７４ ５８．５ １９４ ４１．５ 

朝食の摂取 毎日食べる １，４２０ ６１９ ４３．６ ８０１ ５６．４ 
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毎日は食べな

い 
３０１ １８３ ６０．８ １１８ ３９．２ 

１日の食事が全て

孤食か 
はい １，１２７ ５１８ ４６．０ ６０９ ５４．０ 

  いいえ ５９４ ２８４ ４７．８ ３１０ ５２．２ 
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表２．ゆっくりよく噛んでたべることのロジスティック回帰分析の結果 

    オッズ比 ９５％信頼区間 

      下限 上限 

子供時代に３食きちんと食

べていたか（基準：はい） 
いいえ １．３６ ０．９６ １．９３ 

子供時代に家族そろって食

べていたか（基準：はい） 
いいえ ０．７５ ０．５４ １．０３ 

子供時代の食事は楽しかっ

たか（基準：はい） 
いいえ ０．７６ ０．５９ ０．９８ 

性別（基準：男性） 女性 １．１４ ０．９２ １．４１ 

年齢（基準：６０歳以上） ２０⁻２９歳 ０．７７ ０．４９ １．２１ 

  ３０⁻３９歳 ０．７２ ０．５１ １．０３ 

  ４０⁻４９歳 ０．６６ ０．４８ ０．９１ 

  ５０⁻５９歳 ０．７７ ０．５６ １．０５ 

婚姻状態（基準：既婚） 未婚 １．３０ ０．９４ １．８０ 

  離婚・死別 １．５５ １．０７ ２．２２ 

  答えたくない ２．９５ ０．３０ 
２９．３

７ 

同居者の有無（基準：い

る） 
いない １．０７ ０．７２ １．５７ 

仕事の有無（基準：ある） ない ０．６９ ０．５４ ０．８８ 

主観的経済状況（基準：よ

い） 
どちらともいえない ０．９６ ０．７６ １．２２ 

  わるい ０．９１ ０．６９ １．２０ 

主観的健康感（基準：良

い） 
どちらともいえない ０．６６ ０．５１ ０．８６ 

  良くない ０．７０ ０．５２ ０．９５ 

日常生活の時間的なゆとり

の有無（基準：ある） 
どちらともいえない ０．８３ ０．６２ １．１１ 

  ない ０．６８ ０．５２ ０．８８ 

朝食の摂取（基準：毎日食

べる） 
毎日は食べない ０．６５ ０．４９ ０．８６ 

１日の食事が全て孤食か

（基準：いいえ） 
はい ０．９６ ０．７６ １．２２ 

 

注）太字はｐ＜０．０５ 

変数はモデルに同時投入されている。 
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